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○第４次産業革命 

・AI･IoT、ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ等の技術革新 

・AI による職業代替の可能性 

○ものづくりの転換 

・コモディティ化 

・スマイルカーブ、製造業のサービス化 

○新たな経済システム 

・キャッシュレス経済 

・シェアリングエコノミー 

○団塊世代経営者の引退 

 

産業構造の変容 

時
代
潮
流
を
踏
ま
え
た
経
済
活
性
化
方
策 

 

○グローバル化 

・世界経済の多極化 

・インド・アフリカの台頭 

・アジア中間層の拡大 

・新興国のインフラ需要拡大 

・ﾋﾄ、ﾓﾉ、ｶﾈ、情報の流動拡大 

○環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ、食料需給制約 

・世界のエネルギー需要増大 

・温暖化の進行 

・世界の食料需給の逼迫 

 

世界構造の変容 

新たな時代を拓くすこやかな兵庫経済 

 

人口減少 

産業の衰退 若者の流出 

日本型雇用ｼｽﾃﾑの変化 

【人口構造の変容により懸念される事態】 

１ 

１ 兵庫経済の目指す姿 

① 社会構造の変化にしなやかに対応し、稼ぐ力を高める経済 

② 県民一人ひとりが持てる力を発揮して就労できる経済 

③ 内外から人や企業を引き寄せ、活力や賑わいを生み出す経済 

ものづくりのみにとどまることなく、これまで培ってきた技術や人の基盤を生かしながら、最

先端の成長産業、農林水産業も含めた地域産業、新たなニーズに対応するサービス業など、多

彩な産業が役割を果たし、県民一人ひとりが活躍できる活力にあふれた経済社会を構築する 

～兵庫の元気の源泉として、人口減少に打ち勝つ駆動力を生み出す～ 

 勘案すべき潮流 

新たなニーズを獲得する新事業展開 

イノベーションの連鎖 

海外の成長活力の取込 

活発な起業・創業、事業承継
女性・高齢者・障害者の活躍 

技術革新による労働生産性の向上 

外国人材の呼び込み 

先端産業の基盤形成 

農林水産業の基幹産業化 

多様で柔軟な働き方 

学び直しによる生涯現役 

若者を惹きつける雇用の場 

ものづくりの高度化 

県内外の交流人口増加 

食のブランド化による内外需の獲得 

外国企業の集積 

【交流】 【産業】 

 すこやかな兵庫経済の姿 

サービス業の生産性向上 

スポーツ・文化資源による産業創出 

市場の縮小・変化 

【人財】 

多文化共生の先進地 

インバウンドの拡大 

ライフスタイルに応じた働き方 

産業の活性化 若者の県内就労・居住 

人口減少の抑制 

就業者の数・質確保 

生産性の向上 

就業者数の減少 

人手不足 

少子高齢化 

子ども・元気高齢者の増加 

新たな市場・ﾆ-ｽﾞの出現 

【人口減少の中にあっても活力あふれる経済】 

技術・技能の保持継承 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 目指す姿を踏まえた論点 

 
① 若者を惹きつける雇用の場 

ア）東京一極集中している情報通信業の県内振興 
イ）卸売・小売、宿泊・飲食サービス等、若者の流出が多い産業の賃金向上 
ウ）若年女性の県内就労促進 

② 女性・高齢者・障害者の活躍 

 ア）女性、高齢者、障害者の就業率向上 
イ）育児や介護等による休業者増加への対応 

③ 外国人材の呼び込み 

ア）外国人材(留学生等)の県内就労 
④ 技術革新による労働生産性の向上 

ア）技術導入による労働力代替 
イ）AI･IoT 等の技術を活用できる人材の育成 

⑤ 多様で柔軟な働き方 

 ア）ライフステージに対応しながら、一人ひとりの能力を発揮できる働き方 
⑥ 学び直しによる生涯現役 

 ア）AI による職業代替の可能性に備えた、生涯にわたる職業能力のブラッシュアップ 
⑦ 技術・技能の保持継承 

 ア）業界再編等に伴う技術者の海外流出の歯止め 
 イ）熟練工の高齢化･引退に伴う技能の継承 

(２)人財 

 

①先端産業の基盤形成 

 ア）SPring-8、スーパーコンピュータ「京」等先端科学技術基盤の活用 

イ）航空・宇宙等、裾野が広い産業への中小企業参入 

ウ）水素社会の実現に向けた産業利用 

エ）AI･IoT 等の技術革新への対応 

 

②活発な起業・創業、事業承継 

ア）ひょうご発の新製品・サービスを生み出す起業・創業 

イ）多様な主体による地域資源を活用したリーン･スタートアップ 

ウ）団塊世代経営者の引退に対応したベンチャー型事業承継、第二創業 

 

③イノベーションの連鎖 

 ア）イノベーションを喚起する研究開発 

イ）企業・学術研究機関・支援機関を含めたエコシステム 

 

④ものづくりの高度化 

ア）サービス化に対応するものづくりの高付加価値化 

 

⑤新たなニーズを獲得する新事業展開 

 ア）キャッシュレス経済、シェアリングエコノミー等新たな経済システムへの対応 

イ）商店街の地域拠点化 

ウ）地場産業のブランド化 

 

⑥ サービス業の生産性向上 

ア）県 GDP 及び県内就業者の７割を占めるサービス業の収益力向上 

イ）変化する消費者のニーズを的確に捉えた付加価値の高いサービス業の展開 

ウ）地域経済の知識集約化・高次サービス化 

 

⑦ 農林水産業の基幹産業化 

ア）ＩＣＴを活用したスマート農業 

イ）農業経営体の強化 

 

⑧ 食のブランド化による内外需の獲得 

 ア）嗜好の変化など消費者・実需者の多様化するニーズへの対応 

(１)産業 

 
① 県内外の交流人口増加 

ア）県内、隣接府県、首都圏からの旅行客の拡大 
② インバウンドの拡大 

 ア）インバウンドの数、質(滞在時間、消費額)の向上 
③ スポーツ・文化資源による産業創出 

 ア）スポーツの聖地としての強みや厚みある文化資源の活用 

④ 海外の成長活力の取込 

 ア）インド・アフリカの台頭やアジア中間層の拡大、ｲﾝﾌﾗ投資など、新興国で増加する需要への対応 

⑤ 外国企業の集積 

 ア）交通・物流網や良質な労働力など、優れたビジネス環境の整備 
⑥ 多文化共生の先進地 

 ア）教育や医療を初めとする、誰もが暮らしやすい良質な生活環境 

(３)交流 

２ 


